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会 議 録（３） 

発言者 

 

発 言 内 容 

 

 

主査 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

主査 

 

館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任 

 

 

 

主査 

 

 

 

議長 

 

 

 

午後２時００分 開会 

1 開会 

 皆様ご多用のところをご出席いただきまして誠にありがとうございます。

本日は、野村委員、平良委員からご欠席の連絡をいただいておりますが、飯

能市立博物館条例第１５条第２項に規定されています「委員の２分の１以上

の出席」をいただきましたので、これより平成３０年度第１回飯能市立博物

館協議会を開会いたします。 

 それでは開会に際しまして会長からごあいさつをお願いいたします。 

 

２ あいさつ 

 皆さまこんにちは。梅雨の時期になりましたが、お忙しい中お集まりくだ

さりありがとうございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。続いて館長よりごあいさつを申し上げます。 

  

 こんにちは。本日は飯能市立博物館になってはじめての協議会にお集まりい

ただき、ありがとうございます。また、リニューアルオープン式典では皆さま

ご出席くださりありがとうございました。おかげさまでオープン以来、たくさ

んの方に来ていただいています。先月末にはリニューアルオープン記念写真展

が終わり、当館も一息ついたところです。これから秋の特別展もありますので、

リニューアルオープン直後の慌ただしい状態から、通常の博物館活動の充実に

向けてますます精進していきたいと思います。 

議事にさきがけまして、今年度村上主査が異動となり、新しく長谷川主任が

着任しましたので紹介させていただきます。 

 

 こんにちは。ただいまご紹介に預かりました長谷川と申します。今年度、

環境緑水課から異動してまいりました。自然担当として広く飯能市の魅力を

ＰＲしていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

これより議事に入ります。議事の進行につきましては、条例第１５条第１

項の規定により、会長にお願いいたします。 

 

３ 協議事項 

 それではしばらくの間、議事の進行を務めさせていただきます。議事に入り

ます前に、まずは５月１２日に累計来館者数が８０万人を突破したとのこと、お

めでとうございます。入館者８０万人というのは協議会の励みにもなります。こ

れからもみんなで力を合わせていければと思います。 
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館長 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

館長 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

館長 

では早速ですが、議事の「（１）平成２９年度事業報告について」を議題と

いたします。事務局より説明をお願いします。 

 

（１）平成２９年度事業報告について 

 それでは議題「（１）平成２９年度事業報告について」説明いたします。 

 (資料１および参考資料に基づいて説明) 

   

 質疑等ございますか。 

 

 夏休み子ども歴史教室について質問です。くずし字を題材にした事業を行

ったとのことですが、子どもたちの反応はどのようなものだったのでしょう

か。アンケート結果などはあるのでしょうか。また、内容はどのようなこと

を行ったのでしょうか。 

 

アンケートについては、１２名の参加者のうち、１１名から回答がありました。

事業全体を通しての感想は、１名から「ふつう」との回答がありましたが、ほか

の１０名からは「楽しかった」「まあまあ楽しかった」との回答をいただきまし

た。また、開催したゲーム自体については、全員が「楽しかった」との回答でし

た。 

 事業の内容は、くずし字カードを探す宝探しと、くずし字クロスワード、くず

し字で自分の名前を書いた栞の制作などを行いました。なお、今回は変体仮名の

みを使い、漢字のくずし字は扱いませんでした。 

  

 どんぐり探検隊の出席者は４名だったとのことですが、なぜこのような人数に

なったのでしょうか。 

 

 申込時は５名でしたが、当日１名が欠席になり、結果として参加者が４名にな

りました。休館期間中ということもありましたが、周知が足りなかったと考えて

います。 

 

 山に住んでいると、身の回りに普通に自然がありながらそれに気が付けま

せん。普通に暮らしていると気が付かないことも、こういう機会があると気

づきの場になるのでいいと思います。 

 

 社会科研究展の発表会についてお聞かせください。私も当日参加しました

が、社会科研究展の作品は本人だけではなく親も一緒になって作り上げるこ

とも多いので、発表会の場を設けるのは各家庭にとっても良かったと思いま

す。事務局としてはいかがでしたか。 

  

一番の心配は、受賞者の方々に参加してもらえるのか、ということでした
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議長 

 

 

 

 

委員 

 

 

館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

館長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

館長 

 

 

 

が、皆さま出席してくださってよかったです。保護者の方を含めて、発表会

を前向きに受け止めてくれたのかな、と感じました。驚いたのは、発表者の

皆さんがとても上手にわかりやすく話の内容をまとめてくれていたことで

す。時間が長引いてしまうことも無く、普段から学校の総合の時間などで発

表をしている成果が出ているのだと感じました。発表者・保護者・観客、そ

れぞれにとって良い会になったと思います。 

 

これからの時代、プレゼンは社会に出たときに基礎となるスキルですので、

ぜひ続けてほしいと思います。 

子ども歴史教室や自然講座などの子ども向け事業も、これから盛り上がっ

てくれると良いですね。 

 

 出前講座で、選ばれるテーマの傾向などはありますか。参考資料を拝見す

ると、災害に関するものが多いように見受けられますが。 

 

 確かに、災害関係の講師派遣は多いです。これは、危機管理室と合同での

出前講座を昨年度から新たに始めたことも関係しているかもしれません。こ

の講座は、現代の危機管理について危機管理室が、その地区の災害史につい

て当館が説明する、という構成になっています。災害関係の講座が多いのは、

近年の防災意識の高まりもあると思います。 

ほかに全体的な傾向としては、武蔵野鉄道がやはり多いです。時期的な特

徴としては、年度初めに、新規採用職員や地元企業の新入社員を対象とした

研修の依頼を受けて、飯能市全体の話をすることが多いです。 

 

市民学芸員活動について、三つの分野に分かれていますが、その養成など

はどのように行っているのでしょうか。 

 

市民学芸員になるには、ほぼ一年かけて行われる養成講座の受講が必要で

すが、講座は毎年ではなく必要に応じて開催しています。全１５回の講座の

うち、１０回程度が博物館学について、５回が各活動分野についての講義と

なっています。７割以上の出席で、市民学芸員と認定されます。したがって、

古文書整理型で認定を受けた人が博学連携参加型でも活動したい場合は、博

学連携参加型の養成講座を受講する必要があります。 

 

分野間の人数の偏りには理由があるのでしょうか。 

 

 まず、分野ごとに必要な人数が違う、という理由があげられます。これに

伴い、養成講座を開講する回数も分野によって違っています。最初に養成を

始めたのは博学連携参加型ですが、この分野はたくさんの人数が必要なため、

継続して養成しています。 



4 

 

 

議長 

 

 

館長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

館長 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任 

 

 

 

 

 

修了証などはあるのでしょうか。また、外部に対しては市民学芸員という

名称はどのような扱いになるのでしょうか。 

 

 現在は、養成講座が終わった時にお渡しする修了証と、活動時に身に着け

る名札があります。市民学芸員というのは当館の活動と関わる場合にのみ名

乗る名称なので、博物館に関係ない活動では使うことができません。以前、

市民学芸員の名刺を作らせてほしいという声があがったことがありました

が、お断わりしました。 

 

講師派遣一覧を見ると、「「うちおり」と絹の里、飯能」というものがあり

ますが、これはどのように開催したのでしょうか。実物の資料を持って行っ

たりしたのでしょうか。 

 

 このときは開催場所が富士見地区行政センターだったこともあり、実物は

持って行きませんでした。 

 

他に質疑等はございますか。 

 

(なしの声あり) 

 

なしと認めます。次に「（２）平成３０年度事業経過と今後の予定について」

に進みたいと思います。では事務局から説明をお願いします。 

 

（２）平成３０年度事業経過と今後の予定について 

 それでは「（２）平成３０年度事業経過と今後の予定について」ご説明いた

します。 

 （資料２に基づいて説明） 

 リニューアルオープン記念写真展「春を告げる者たち」では、今回の常設

展示改装にあたりご協力くださった市民の皆さまが撮った写真を展示しまし

た。入館者数は１日平均１７８人でした。通常は１日１００人程度なので、

倍近いことになります。 

 ４月に開催した自然観察会と夏休み子ども歴史教室については、担当者か

ら説明いたします。 

 

自然観察会について報告いたします。観察会で吾天覧山と多峯主山へ入り、

参加者の皆さまと一緒に春の草花を勉強しました。色々な花が見ごろでした

が、春を告げる花々があったので、全員で見ました。アンケートも大変好評

で、春だけではなくほかの季節にも実施してほしい、という意見もありまし

た。 
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主査 

 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

 

館長 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

主査 

 

委員 

 

主査 

 

委員 

 

館長 

 

委員 

夏休み子ども歴史教室について説明いたします。今回は、子どもたちに日

本刀を楽しく学んでもらうことを目的に開催します。対象は小学校 4 年生か

ら中学生で、午前と午後の２回にわけて行う予定です。 

 

何かご質問などはありますでしょうか。 

 

リニューアルオープン以降、文化新聞における連載など色々な場面でアピール

しているのが伝わり、努力しているなと感じました。 

ツーデーマーチの日の入館者数が伸びていないようですが、ビジターセンター

的機能を持つ、ということもありますし、担当課などとツーデーマーチの際に事

業の連携をする、などといった予定はあるのでしょうか。 

 

以前、ツーデーマーチの日に誘導看板を出したことがありましたが、全く効果

がありませんでした。それ以来ツーデーマーチにおける集客は考えてこなかった

のですが、今年度からはビジターセンターと名乗っている以上、何か考えなけれ

ばいけないとは思います。 

 

ツーデーマーチを歩く人は、まわりに目もくれずひたすら歩いている方が多い

ですよね。 

 

前に、市民学芸員が解説しながらツーデーマーチを歩く、という事業もありま

したが、みなさん話を聞く、という雰囲気ではなかったですね。 

 

歩いている人に寄ってもらうのは難しそうですので、ツーデーマーチ当日は

「ここに博物館がある」ということを認識してもらい、後日来館してもらえるよ

うアピールするのが良いのではないでしょうか。 

 

子ども歴史教室についてですが、日本刀は何振所蔵しているのですか。 

 

当館で持っている物は、１８振です。ほかに寄託が１振あります。 

 

それらは寄贈されたものなのですか。それとも購入品ですか。 

 

文化庁から譲り受けた赤羽刀が多いです。 

 

保存のための手入れなどはしているのでしょうか。 

 

年に１回手入れを行っています。 

 

小学生に日本刀を扱わせるのは中々大変だと思いますが、実際に子どもたちに
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主査 

 

 

 

委員 

 

主査 

 

委員 

 

 

委員 

 

主査 

 

議長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

館長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

議長 

 

 

持たせるのでしょうか。 

 

持たせる予定です。脇差があるので、それを中心に扱いたいと思っています。

子ども相手なので基本的には観察の仕方などが中心になりますが、作り方や扱い

方も取り上げる予定です。 

 

鐔はついた状態で行うのですか。 

 

いえ、白鞘の状態で行います。 

 

機会がありましたら、鐔の美しさや刃文の美しさも伝えていけたら良いです

ね。 

 

もし可能ならば刀匠の方にご協力いただくのも良いのではないでしょうか。 

 

子ども歴史教室の講師とも相談したいと思います。 

 

刀剣は今ブームにもなっていますし、良い時期に良い講座をやることになった

と思います。 

ほかにご質問などありますか。 

 

小学校の社会科における郷土学習についてです。今年度すぐに、ということで

はありませんが、これから学習内容が変わり、昔の道具を体験する単元が無くな

る可能性が出てきています。そうなると、学校と博物館の関係性も変わってくる

と思います。 

学校へのアプローチについて、今後を見据えて早めに考え始め、ＰＲをしてい

けたら良いのではないでしょうか。 

 

私たちもその件については気になっています。一点確認させていただきたいの

ですが、学習内容が変わると児童たちが博物館に来なくなる、ということでしょ

うか。 

 

確かに、学習内容が出前授業で成り立ってしまえば、博物館にわざわざ行かな

くても良い、ということも十分に想定できます。したがって、児童を館に呼ぶた

めの新しいチャレンジを考えながら、活動できると良いかなと思います。学校で

もこの点については懸念しているので、協力し合っていきたいです。 

 

ほかには何かございますか。飯能戦争１５０周年記念事業についてはいかがで

しょうか。 
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館長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

館長 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

とても人気があり、申込開始から４０分ほどで定員に達してしまいました。飯

能戦争への関心の高さと感じるとともに、明治１５０年の宣伝を見て申し込みを

した人もいるのかなという印象を受けました。部屋の収容可能人数から定員を３

０人にするしかなく、お断りした方もたくさんいます。その方たちへは、ご希望

があれば講座の資料をお渡ししています。 

 

お断りした方がたくさんいるとのことですが、講義を全く聞けないのはもった

いないことだと思います。ＤＶＤなどに記録しておいて、視聴できるようにする

のは難しいでしょうか。講師が外部の方の場合は難しいこともあるかもしれませ

んが、なるべく多くの方へ公開できるように考えても良いのではないでしょう

か。 

 

講座を聞かせていただきましたが、史料に基づいて話をされていてとても良か

ったです。 

ほかには何かある方はいらっしゃいますか。 

 

(なしの声あり) 

 

なしと認めます。次に、「（３）その他」について、事務局からは何かあります

か。 

 

（３）その他 

事務局からは特にありません。 

 

 では私からお話しさせていただきます。 

 現在、「デジタルアーカイブ」という言葉が頻繁に聞かれるようになり、時

代がそのように流れているのだと感じています。デジタルアーカイブそのも

のは大変重要だと思いますが、中には許可なく写真や動画を撮り、それをイ

ンターネット上に上げてしまう、というような方も残念ながら見られます。

今後、デジタルでの写真・動画の撮影やアップロードについて、様々な問題

が出てくる可能性があります。問題を防ぐためにも、写真や動画の撮影・取

扱いについて、市民の皆さまへ啓発していく、ということをお願いできれば

と考えております。 

 ほかに何かある方はいらっしゃいますか。 

 

(なしの声あり) 

 

なしと認めます。以上で、本日予定した議事につきましては、全て終了い

たしました。進行を事務局へお返しいたします。 
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主査 

 

館長 

 

 

主査 

 

委員 

 

 

主査 

 

 

 

主査 

 

 

主査 

４ その他 

 「４その他」に入る前に、事務局から申し上げます。 

 

今月末を持ちまして、今期の委員は任期満了となります。みなさま２年間、

本当にありがとうございました。 

 

 ほかに何かある方はいらっしゃいますか。 

 

 飯能村絵図の文化財指定について、文化財保護審議会から先日答申を出し

ました。飯能の文化財に、また新たな仲間が加わることになりそうです。 

 

 ほかに何かある方はいらっしゃいますか。 

 

(なしの声あり) 

 

 特に無いようですので「４その他」は以上といたします。 

 

５ 閉 会 

以上で、平成３０年度第１回飯能市立博物館協議会を閉会いたします。 

 

 

午後３時３０分 閉会 

 

議事のてん末、概要を記載し、その相違ないことを証するためにここに署名します。 

 

 平成  年  月  日 

 

  議 長 の 署 名                      
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